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★
編
集
後
記

読者の皆様、当振興会の広報誌「製粉振興」の内容を、より親しみのもてるものにする

ために、次のような内容の投稿をお待ちしていますので、記事をお寄せ下さい。

また、この広報誌の内容の充実を図っていきた

いと考えていますので、ご意見等がございました

らお寄せ下さい。

・テーマは、小麦や小麦粉製品についての随想、

紹介等と考えていますが、小麦と関係のない趣

味などの話でも結構です

・投稿者名は実名でも筆名でも結構です

・長さは1,200字程度（1頁）とします

・掲載分には薄謝を進呈します

○新年おめでとうございます。
本年は、昨年方向付けが決定された麦制度が活動を始めます。
製粉企業にとって具体的な検討内容が結果オーライとなり、顔が綻ぶような
一年となることを心から願っています。
製粉団体にあっては昨年から製粉協会、協同組合全国製粉協議会が共同して
問題に取組むなど、従来に無い積極的な一枚岩の行動は頼もしさを感じており
ます。
○社会情勢、経済、流行は個人を変えるようですが、私はその影響を受け易い人
間のようで、食のパターンが数年毎に変化します。主食（米、麦）、酒（日本酒、
焼酎、ワイン、ウイスキー）、つまみ（刺身、肉、野菜、てんぷら、パン類）等
の選定に一貫性が無い。昨年からパン類に一手間かけたつまみに傾注していま
す。今年はパン類の個性を探求してみたい。
○ワイン＆パンと料理を載せたプレート食は、環境にやさしい食事では。

ヨーロッパ映画の田舎の食事風景でよく見かけますが、焼きたてのパンを一
個、カップにスープ、数種の料理を載せたプレートの食事は、最後は千切った
パンでスープカップの底や、プレートに付いたソースをきれいにして終わる。
鍋、フライパンの類は水洗いするが個々の器は大きな布ナプキンできれいに拭
いて収納する。残渣を出さず、料理を残さず最後の一滴まで口に入れる。パン
が一食品を超えた役割となり食を感謝する伝統の食文化として生きているよう
に思えます。
○関係団体の新年懇親会で、「他（米粉）の物を混ぜたりしない、純粋なパンで勝
負するのが本当」と企業の者が囁いているのを耳にした。
今年は製粉業界にとって、将来を決定する大切な一年になると考えています。

―「ソフト＆ハード」（読者の欄）への投稿のお願い―

「
コ
ナ
ち
ゃ
ん
」

（マスコットの小麦粉の精）
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平成22年を迎え、謹んで新春のお慶びを

申し上げます。旧年中は本会の業務運営に

当たり多大のご指導、ご協力を賜り誠にあ

りがとうございました。本年も何卒よろし

くお願い申し上げます。

さて、小麦粉関連産業を取り巻く諸情勢

はここ数年大きく変化してきましたが、昨

年も例外ではありませんでした。

まず小麦の価格についてですが、一昨年

前半にかつて無い高値で推移していた国際

価格はその秋から一転下落に向かい、昨年

1年間はほぼ落ちついた動きを見せました。

またこうした国際価格の動向を反映して輸

入小麦の政府売渡価格も昨年4月に平均

14.8％、10月に同23％の大幅な引下げとな

りました。他方、国内産小麦については、

国際価格が高騰していた一昨年に行われた

21年産の入札価格が前年産に比べ大幅に上

昇し、その結果、現在では輸入小麦の価格

を上回る状態が続いております。

輸入小麦の売渡制度については、19年4

月から現在の「相場連動制」に移行し、これ

に基づきこれまで4月、10月の年2回ずつの

価格改定が行われてきました。しかしなが

ら、一昨年秋の国際価格の下落を受けて、

農林水産省は国際相場の動向を国内の製品

価格により迅速に反映できるようにするこ

とを目的に、1年近くの時間をかけて輸入

小麦の売渡ルールについての検討を行って

まいりました。結果的に昨年10月の売渡方

式は従来方式の一部の変更にとどまりまし

たが、本年10月に予定されている農林水産

省の地方食糧組織の廃止に合わせて、輸入

小麦が国内に到着した後直ちに製粉企業に

売り渡す、いわゆる「即時販売方式」の検討

が現在行われております。また同時に、こ

れまで国が自ら行ってきた不測の事態に備

3 製粉振興 2010.  1

年頭にあたって

財団法人製粉振興会理事長

鈴木　五六

03-04年頭に当たって-責了  10.1.22 5:29 PM  ページ 3
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えるための備蓄についても、製粉企業が行

う方向での検討もなされております。今後

どのような仕組みとなるか現段階では不透

明な部分もありますが、新方式への移行に

当たっては、製粉企業にとって過大な負担

とならないよう慎重な検討をお願いしたい

ところです。

また国内産小麦については、昨年は主産

地の北海道をはじめ全国的な不作となり、

国内産小麦を使用する製粉企業にとって

は、価格に加えて数量の確保という面でも

適切な対応が必要となっております。

さて、昨年は当会にとっても大きな変革

の年でした。これまでは転廃業に対する助

成などを行う構造改善事業と国産小麦を遠

隔地から工場等に運ぶ場合の運賃助成など

を行う麦引取円滑化対策事業の2本が当会

の事業の柱でした。このうち麦引取円滑化

対策事業に関する農林水産省の通達が昨年

3月をもって廃止されたことから、4月以降

の当会の事業について見直しを行った結

果、当会への拠出金は全て廃止することと

致しました。またこれに合わせて、事業内

容についても大幅に見直し、構造改善事業

については助成メニューを限定して継続、

麦引取円滑化対策事業についても遠距離運

賃助成のみとし、助成対象期間も昨年12月

までに限定して実施する等の決定を行いま

した。さらにこれまで40年に亘って活動し

てきた料理研究所についても昨年10月をも

って廃止し、北海道東部地域の小麦を円滑

に積み出すための網走小麦船積センターに

ついても売却することと致しました。なお

料理研究所については閉鎖後、（財）日本穀

物検定協会の料理研究所としてリニューア

ルの上再出発することが出来ました。関係

の皆様にはこの場を借りて感謝申し上げる

次第です。

さて、我が国の景気は一部持ち直しの動

きも見られるものの、雇用、個人消費など

多くの不安材料を抱える中での年明けとな

ったわけですが、本年は、上述したように

輸入小麦の売渡制度が大きく見直される方

向での検討が進められております。また国

際価格についても比較的落ちついていると

は言え、昨年秋から年末にかけて上昇基調

にあり、今後もその動きには予断を許しま

せん。一方、国内産小麦に関しては、本年

3月に策定される予定の新たな食料・農

業・農村基本計画の中でその将来展望が示

されるものと思われますが、新政権が進め

ている農家に対する戸別所得補償制度が本

格的に導入された場合の影響等についても

現時点では不透明であります。さらに昨年

1年間は大きな進展を見せなかったWTO及

びEPA交渉についてもその帰趨によって

は製粉関連産業に大きな影響を与えること

も考えられます。いずれにしても先行き不

分明な中、製粉関連産業にとっては幅広い

情報の収集に努めながら、予測される事態

に対して早め早めに対応をしていくことが

求められます。当会としても、製粉産業が

引き続き発展できるよう微力ながら力を尽

くして参りたいと思いますので、今後とも

皆様方のご指導ご支援のほどよろしくお願

い申し上げます。

03-04年頭に当たって-責了  10.1.22 5:29 PM  ページ 4
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新年明けましておめでとうございます。本年

が皆様方にとってよき年となりますよう御祈念

申し上げます。

さて、世界的な経済低迷の中で、我が国は昨

年来、デフレ経済に突入し、消費動向、企業経

営とも厳しい状況が続いております。また、中

国やインドをはじめとする新興国の人口増加、

地球規模の気候変動の影響などを要因として、

国際食料需給はひっ迫基調にあります。

このような内外を取り巻く環境の大きな変化

に合わせて、我が国農林水産業・食品産業も、

既存の発想から脱却し、新たなチャレンジの年

として本年を位置づけ、飛躍を期していかねば

なりません。そのため、農林水産省といたしま

しても、赤松農林水産大臣以下、政務三役の御

指示の下、農林水産業・食品産業の活力再生に

取り組み、以下の3つの観点から政策を着実に

実施してまいりたいと考えております。

第1の観点は、「戸別所得補償制度」の導入を

農林水産省総合食料局長

�橋　博

柱とする「農林水産業の立直し」です。この制

度を検討・推進する本部を昨年10月に設置し、

実施に向けて具体化を図っております。平成22

年度は、米の「生産数量目標」に即して生産を

行った販売農家を対象に「米戸別所得補償モデ

ル事業」を実施してまいります。また、水田を

有効活用し、麦、大豆、米粉用米、飼料用米等

の生産を行う販売農家に対して、主食用米並み

の所得を確保し得る水準の交付金を交付し、自

給率の向上につなげていきたいと考えておりま

す。

第2の観点は、「農山漁村の6次産業化」です。

農業生産額の減少、担い手の高齢化などにより、

我が国農山漁村は危機的な状況にありますが、

農林水産省として、地域の資源を有効に活用す

ることにより、新たな付加価値を創出し地域を

元気にする「6次産業化」を推進し、地域にお

ける雇用の確保と所得の増大を図ってまいりま

す。

第3の観点は「食の安全・安心の確保」です。

農林水産省としては、日本各地で生産された安

全でおいしい食料を、国民の皆様に責任を持っ

てお届けし、健康で豊かな食の実現を図りたい

と、全力で取り組んでいるところです。今後も、

食品の安全に係る情報の収集や分析を行い、農

場から食卓までの全ての段階にわたり、科学的

根拠に基づいた安全性を向上させるための対策

を実施してまいります。

また、食品の移動を把握するトレーサビリテ

ィの取組の推進や、食品表示Gメンによる不適

正表示の監視・取締りなど、消費者の信頼確保

に努めてまいります。

年頭所感

05-06_年頭所感-三  10.1.22 6:40 PM  ページ 5
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近年、麦産業を含めた食品産業をめぐる国内

外の情勢は、人口減・高齢化による国内市場の

成熟化、東アジア等の近隣市場の拡大等、大き

く変化しております。こうした変化を踏まえ、

我が国食品産業全体の競争力強化を図り、国産

品の需要拡大、自給率の向上や食料の安定供給

の確保へつなげていくことが必要であると考え

ております。その中で、麦産業に関しましても、

食品産業全体の将来展望に即して検証し、将来

ビジョンを作り上げていく方針です。

また、本年は、民間への業務の拡充や、国と

民間の両者による備蓄から民間備蓄へ一本化を

行う、いわゆる即時販売方式への移行を図るこ

ととしておりますが、関係者の御意見もお聞き

しながら、円滑な移行に向けて、仕組みを作っ

てまいりたいと考えております。

なお、昨年10月に輸入麦の政府売渡ルール検

討会報告書がとりまとめられ、その中で、SBS

方式（売買同時入札方式）の拡大については、

麦産業の将来ビジョンの検討結果が得られた

後、3年程度の準備期間を経て実施することが

適当とされました。

以上の政策を着実に実施する体制として、農

林水産省総合食料局食糧部の業務は、新年度中

に消費・安全局（米麦の流通監視業務）及び食

料生産局（現行の生産局を改組、米麦の売買・

管理業務）へ移管することとしております。

赤松農林水産大臣が述べられているように、

農林水産省の使命は、水・緑・環境を維持する

とともに、農林漁業とその重要なパートナーで

ある食品産業を活性化して、「食と地域」を再

生することにあります。課題は山積しておりま

すが、農林水産省の全職員が、国民視点に立っ

た業務運営を通じ、農林水産業・食品産業にに

新たな展望を拓いていくことができるよう、全

力で取り組んでまいりますので、本年もよろし

く御指導、御協力のほどお願い申し上げます。
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1．はじめに

国内産小麦の取引は、播種前に生産者・実需

者間で取引の仕組みを協議・決定した後、仕組

みに従って、生産・販売予定量の一定数量を入

札取引により、残りの数量については相対取引

により、取引価格・数量を決める、いわゆる播

種前契約によることになっている。

しかし、播種前契約という国内産小麦の取引

が、今年ほど、製粉及び製粉関連産業の肩に重

くのしかかった年は未だかってない出来事であ

った。以下、本稿では、22年産の国内産小麦の

これまでの取引を振り返ってみたい。

2．取引の仕組み

（1）民間流通連絡協議会等における検討

取引の仕組みは、国内産麦の生産者、実需者

で構成する民間流通連絡協議会において、毎年

協議・決定されることになっている。民間流通

連絡協議会での検討に当たっては、まず、協議

会のもとに設置される作業チームにおいて、課

題の整理、意見交換、検討が行われる。22年産

の取引の仕組みに向けての第1回目の作業チー

ムは、例年どおり、20年暮れの12月19日に開催

された。

（2）取引の仕組に対する実需者サイドの課題

国内産小麦取引の仕組みの見直しにおける実

需者側の主張は、「麦の管理制度が19年4月から

大幅に変更されたことを踏まえ、すなわち、国

内に供給される麦の太宗を占める外国産麦の国

から製粉企業に対する売渡価格の決定方式が、

年間固定の標準売渡価格方式から国の取得価格

に応じて売渡価格を決める国際相場連動制（当

面年2回の価格改定）となったことを踏まえ、国

内産小麦の取引の仕組みについても、これと整

合性のとれたものとすべきであり、播種前契約

を見直して欲しいというものであった。外国産

小麦の政府売渡価格決定方式が、国際相場連動

制となったことによって、播種前に取引数量、

価格を決める国内産小麦の取引方式は、価格決

定から製粉企業が使用するまでの期間が長す

ぎ、その間の外国産小麦の価格変動を見通すこ

とは難しく、その間の価格変動リスクは実需者

にとっては大きすぎる。とし、実需者側が19年

の民間流通協議会から見直しを主張しているも

ので、毎年、今後の検討課題として先送りされ

てきている。

（3）播種前契約の矛盾の顕在化

20年夏に入札により価格を決定した21年産国

内産小麦は、21年夏以降から本格的に製粉企業

等実需者が使用することになる。その間、外国

産小麦の政府売渡価格は、小麦の国際需給が緩

和し国際相場が下落したことを反映して、21年

4月に平均14.8%引き下げられるとともに、政府

の買入価格の動向から21年10月期にも大幅に引

下げられると見込まれていた。21年10月期に政

府売渡価格の再引き下げが行われれば、その時

点で、出回り期に入った21年産国内産小麦の価

格は、品質的には外国産に比べ劣るにもかかわ

らず外国産小麦の政府売渡価格を上回り、価格

の逆転現象が起こるというかつて例のない事態

となり、国内産小麦の需要の減退・流通の混乱

が懸念されていた。外国産小麦の国際相場連動

22年産国内産小麦の取引を振り返って
満　留　幸　男
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制と価格リスクヘッジ機能のない播種前契約に

よる国内産小麦の価格決定方式との仕組みの矛

盾が、現実に問題化しようとしていた。

（4）生産者サイドの考え方

22年産小麦の取引の仕組の検討に当たっての

生産者サイドの主張は、国内産麦の安定供給と

生産者の営農の安定は、播種前契約を基本とす

る現行のルールによって維持されており、今後

とも現行ルールを継続し安定供給を図っていき

たい。その上で、22年産の国内産小麦の価格は、

現行ルールによる基準価格のもとで最近の輸入

麦価格の下落や今後の輸入麦の政府売渡価格の

状況を踏まえつつ、国内産麦の円滑な流通を確

保する観点から、適正な価格形成を図っていく

こととしたら良いではないか。というもので実

需者サイドの主張と大きく異なるものであっ

た。

（5）22年産小麦の取引の仕組の決定

このため、生産・実需者の意見の隔たりはな

かなか埋まらず、22年産の取引の仕組の決定は、

21年8月21日に開催された民間流通連絡協議会

まで持越されることになった。8月といえば、

本来であれば民間流通の仕組みは5月中に決定

し8月には入札が終わる時期であり、異例の大

幅遅れての決定となった。決定内容は次のとお

りである。

ア　入札における値幅制限については、±7%

から±10%に拡大する。

イ　入札結果の公表内容については、実施回数

ごとに産地銘柄別・売り手別の落札加重平均価

格、上場数量、申込数量、落札数量、落札残数

量、申込数量倍率、を公表する（従来は、各回

入札終了後には落札加重平均価格のみしか公表

されていなかった）。

ウ　その他の事項については、21年産民間流通

の仕組と同様とされた。

3．地方協議会の開催

取引の仕組決定後、各産地で実需者と生産者

団体で構成される地方協議会が開催されるが、

仕組の決定が大幅に遅れたこや、入札取引をで

きるだけ早期に行う必要から、9月上旬から中

旬にかけて短期集中的に開催されることになっ

た。地方協議会では、契約数量の許容幅につい

て協議・決定するほか、作柄、麦の品質向上の

取組、品質評価、品質・物流面の改善要望、販

売予定・購入希望数量等について意見・情報交

換が行われた。

4．全国協議会

地方協議会の協議、意見・情報交換を経て21

年9月28日に全国協議会が開催され、販売予定

数量及び購入希望数量の提示、入札関係スケジ

ュール、義務上場及び希望上場銘柄及び数量、

上場銘柄の基準価格等が、協議・決定された。

（1）販売予定数量及び購入希望数量

22年産小麦の販売予定数量は、取引の仕組み

を決定した8月21日の中央協議会終了の翌週に

生産者側から提示され、これを受け購入希望数

量が実需者側から提示された。その後、前述の

地方協議会の協議、検討、修正を得て9月28日

に開催された中央協議会において、22年産の販

売予定数量として決定した（表―1）

ア　販売予定数量

小麦の販売予定数量は、民間流通が始まった

12年産以降増加を続け、21年産で始めて90万ト

ン台の906千トンとなったが、22年産はこれを3

千トン上回る909千トンとなった。

北海道・府県産別にみると、北海道の販売予

定数量は586千トンで21年産を11千トン上回っ

たが、これは、「ホクシン」からより反収の高い

「きたほなみ」への品種の切替えが進められたこ

とによるものである。府県産は作付面積が減少
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したことにより前年産を8千トン下まわる323千

トンとなった。

イ　購入希望数量

一方実需者からの購入希望数量は、21年産を

62千トン下回る818千トンとなった。

北海道・府県産別にみると、北海道産に対す

る購入希望数量は、488千トンで21年産より25

千トン減少し、府県産は330千トンで21年産よ

り38千トン減少した。

ウ　需給ギャップ

全国の販売予定数量と購入希望数量の差は、

販売予定数量が購入希望数量を91千トン上回

り、21年産の25千トンと比較すると供給過剰数

量が大きく拡大した。

これを産地銘柄別にみると、購入希望を上回

っている産地銘柄は全体で128千トン（21年産は

85千トン）、逆に購入希望を下回る産地銘柄は

37千トン（21年産は60千トン）で、購入意欲が減

少したため需給ギャップは拡大することになっ

た。主要生産県の主要銘柄のミスマッチの状況

は、（表―2）の通りである。

5．入札の実施

22年産の入札は、第1回目が10月8日に、第2

回目が10月20日に行われた。昨年の実施日が8

月19日と29日であったことからすれば、50日遅

れの実施となった。

（1）上場銘柄

上場された銘柄は、21年産より1銘柄少ない

29産地銘柄（義務上場28、希望上場1）となった。

義務上場要件の販売予定数量3千トンを充たし

新たに上場することになったのは「埼玉県産あ

やひかり」の1銘柄、販売予定数量が減少し義務

上場要件を充たさず義務上場からはずれること

になったのは、「北海道産タクネコムギ」、「栃

木県産農林61号」、「大分県産農林61号」の3銘柄

であったが、「栃木県産農林61号」は希望上場す

ることになった。

（2）入札前の諸々の状況の変化

入札の実施に当たって、今年は諸々の状況の

変化があり、これらの状況変化をどう踏まえ実

需者が入札に臨むのか22年産の入札は注目され

た。その状況の変化は次のようなものであった。

ア　価格の逆転化

輸入麦の政府売渡価格の改定は、平成19年以

降、いわゆる国際相場連動制となった以降、4

月と10月の年2回行われる。21年10月期の価格

改定は、ルール検討会の取りまとめの遅れもあ
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って例年より大幅遅れの10月2日に決定された

が、国内産小麦の入札前の決定となった。改定

幅は、4月期の14.8％の引き下げを上回る23％

の大幅引き下げとなったことから、本格的に出

回り始めた21年産国内産小麦の価格（加重平均

落札価格59,885円／トン）を輸入小麦の売渡価

格（ASW 46,820円／トン）が大幅に下回る逆

転現象が現実のものとなったこと。

イ　値幅制限の拡大

22年産の取引の仕組みの見直しにおいて、値

幅制限が±7％から±10％に拡大されたこと。

ウ　21年産小麦の大幅減収

21年産の国内産小麦は、低温、日照不足、多

雨等全国的に天候に恵まれず、予想以上の大幅

減収があきらかになり、販売予定数量は、当初

契約数量（906千トン）を300千トン近く下回る、

600千トン程度と見込まれることになったこと。

エ　国内産小麦の運賃助成の廃止

消費地から遠隔地で生産される国内産小麦の

円滑な引取に資するため、製粉企業等小麦の実

需者は、自ら小麦の買受数量に応じて運賃助成

金を拠出（買受小麦1トン当たり　300円拠出し

総額約16億円の助成金を毎年醸成）していたが、

当該事業に対する国の支援がなくなったことを

契機に21年度から廃止することになったこと。

（3）上場数量

上場数量は、販売予定数量が前年産を若干増

加したものの上場銘柄数が前年より減少したこ

ともあって、前年並みの242千トン（21年産243

千トン）となり、半数の121千トンが2回に分け

て入札に付された。

（4）申込倍率

上場数量に対する申込倍率は、21年産は申込

限度数量いっぱいの1.45倍の申込みが行われた
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が、22年産は0.98倍（1回目は1.12倍、2回目は

0.83倍）と民間流通始まって以来の低率の申込

みとなった（表―3）。

このような中で、申込倍率の高い産地銘柄も、

北海道産、キタノカオリ（2.7倍）、春よ恋（2.2倍）、

チクゴイズミ（福岡2.2倍、佐賀2.1倍）、栃木県

産農林61号（2.0倍）等5産地銘柄あった。

一方、申込倍率の極端に低い銘柄として、福岡

県産ミナミノカオリ（0.5倍）、群馬県産つるぴ

かり（0.5倍）、群馬県産きぬの波（0.2倍）があっ

たが、上場数量の67％を占める北海道産2銘柄

（ホクシン0.7倍、きたほなみ0.9倍）の倍率が低

かったことが、全体の申込倍率を低くすること

になった。

新たに義務上場となった埼玉県産あやひかり

は0.6倍と低く、希望上場した栃木県産農林61

号は2.0倍と高かった。

（5）落札結果

入札結果は、21年産までは入札終了後に全体

の結果がまとめて公表（1回目、2回目は産地銘

柄別に落札加重平均価格のみ公表）されていた

が、22年産から入札回数ごとに全ての結果が公

表されることになった。このため、入札参加者

は、第1回目の入札終了後には買手の購入意欲、

人気銘柄、人気の度合い、価格の居所等必要な

情報を知ることができるようになった。

ア　落札数量・落札率

申込倍率が1回目の入札で1.12倍、2回目が

0.83倍と低調であったことから、落札数量も近

年にない低い数量となった。1回目が上場数量

121千トンに対し107千トンが落札、14千トンが

不落札、落札率88％、2回目が1回目と同数量の

上場数量に対し、82千トンが落札、39千トンが

不落札、落札率68％、全体では、242千トンの

上場数量に対し189千トンが落札、53千トンが

不落札、落札率78%という状況であった。21年

産の落札率が98.1%と平成12年産以降最も高か

ったのに対し、22年産は今まで最も低かった14

年産の87.7%を下回る最低の落札率となった。

不落札の銘柄は、申込倍率が1回目又は2回目

で1倍に達しなかった銘柄、15銘柄に発生した

が、不落札数量（53千トン）の88%は北海道産

（ホクシン37千ン、きたほなみ10千トン）であっ

た。

イ　落札価格

全銘柄の落札価格（指標価格の加重平均価格、

消費税込み）は、55,241円／トンで、基準価格

59,739円／トンを4,498円／トン下回った。値下

がり率は、7.5%で12年産以降最大の値下げとな

った（表―4）。
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12製粉振興 2010.  1

値上がりした銘柄は無く、全銘柄が値下がり

したが（表―5）、低価格にあった栃木県産農林

61号（▼1%）や、高値水準にあった北海道産（は

るよ恋▼2%、キタノカオリ▼3.5%）と健闘した

銘柄もあった。

値下がり率の高い、所謂値幅制限（▼10%）近

く迄下げた銘柄は、比較的高値水準にあった銘

柄で、香川県産さぬきの夢2000（▼10.0%）、群

馬県産きぬの波（▼9.9%）、北海道産ホクシン

（▼8.6%）、同産（きたほなみ▼8.7%）、群馬県産

つるぴかり（▼9.8%）、福岡県産ミナミノカオリ

（▼9.5％）、佐賀県産ニシノカオリ（▼8.4%）等

であったが、低価格帯にあった茨城県産農林61

号（▼9,5%）、愛知県産イワイノダイチ（▼9.9%）、

岐阜県産農林61号（▼9.0%）、三重県産農林61号

（▼8.9%）、愛知県産農林61号（▼9.1%）も値下が
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13 製粉振興 2010.  1

り率が高かった。

ウ　価格ランク

22年産の価格ランクを整理すると次のように

なる（表―6）。

パン・中華麺用小麦は、21年産と価格ランク

は変わっていないが、北海道産はるよ恋の価格

が下げ渋り、また、それ以外の小麦の価格が大

きく下げたので、上ランクと下ランクの価格差
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14製粉振興 2010.  1

は拡大した。

一方、日本麺用小麦は、ランクの一部変動が

見られたが、上ランク、下ランクともに値幅制

限の下限近く下げたので、上ランクと下ランク

の価格差は若干縮小した。

エ　国内産小麦と輸入麦の価格関係

21年産国内産小麦と21年10月以降の政府売渡

価格改定後の外国産小麦との価格関係は、パ

ン・中華麺用小麦においては、カナダ産1CW

の54,640円／円より国内産が高く、日本麺用に

おいては、オーストラリア産ASWの46 , 820

円／トンより低価格の産地銘柄は、農林61号

（茨城、栃木）の2産地銘柄のみで、それ以外の

産地銘柄はASWより上位にあった。

22産の落札後は、パン用・中華麺用小麦にあ

っては1CW54,640円／トンより佐賀県産ニシノ

カオリが下位に、日本麺用小麦にあっては、オ

ーストラリア産ASWの46,820円／トンより、

農林61号（栃木、三重、岐阜、茨城県産）、イワ

イノダイチ（愛知、岐阜県産）、宮城県産シロガ

ネ小麦の7銘柄が下位になったが、その他多く

の銘柄が上位に残った。

オーストラリア産ASWと国内産小麦の加重

平均落札価格を比較すると21年産にあっては

13,062円／トン（ASW46820円／トン―21年産

59,885円／トン）、22年産にあっては8421円／

トン（ASW46,820円／トン―22年産55,241円／

トン）と価格差は狭まったものの、依然として

大幅な逆転価格状態にある。

オ　入札結果について

実需者サイドは、22年産の取引の仕組の検討

にあたって播種前契約と国際相場連動制は相容

れない制度として見直しを強く求めていたこと

や、21年10月に行われた外国産小麦の政府売渡

価格の大幅な引き下げによって、心配されてい

た内外麦価格の逆転が現実のものとなったこと

から、22年産の落札結果は、値幅制限の下限

（▼10%）までの大幅値下げもありうるとの見方

もされていた。

上述の通り、入札にあたって、申込倍率も1

倍を切り上場数量の22%の数量が不落札となる

等買受け意欲も弱かった。しかし、価格は下限

まで下げるに至らず7.5%の引き下げにとどまっ

たのは、次のようなことが影響したのではない

かと考えている。

第1には、21年産の契約数量を30万トンも下

回る大幅減収が挙げられる。国内産小麦100%

を売物としている、又は国内産小麦を通じて特

色ある販売している企業等、国内産小麦に対す

る依存度の高い企業にあっては原料不足は許さ

れず、その不足分の確保を22年産に求めたので

はないかということである。

第2は、国内産小麦を手当てする手法は、相

対取引と入札取引の2つがある。

相対取引は、産地サイドから実需者に対し取

引実績等を考慮した提示がなされているようで

あり、従って、実需者サイドにとっては取引実

績があれば一定量の確保は比較的しやすいとい

われている。

一方、入札取引は、落札しないと確保できな

い。入札取引で一定量を確保するためには他社

と同価格では最後に按分にかかったときに割り

負けする場合がある。確実に確保するためには

他社より1円でも高く入札する必要があるが、

他社がどういう価格で入札に参加するかわから

ないため、どうしても高値での入札となりがち

である。

また、入札は2回行われるが、1回目で落札で

きない場合、これを2回目で取り戻すことは難

しいといわれている。上場数量が少ないことに

加え各企業にも申込限度（1,45倍）があるからで

ある。
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このように数量の確保と入札取引には避けが

たい難しい問題があるということである。

第3は、運賃助成の廃止の影響が考えられる。

消費地に近い府県産小麦は、消費地に遠い北海

道産小麦よりは申込倍率も高かったし、値下が

り率の比較的低いものがかなりあった。運賃助

成がなくなることにより、引取経費の安い府県

産麦に目が向いたともいえる。

6．相対取引

22年産の相対取引は、21年11月19日に生産者

側から各実需者に対し各産地銘柄ごとの数量の

提示があり、これにより始まった。相対取引数

量は、9月28日に開催された中央連絡協議会に

提示された販売予定数量909千トンから落札数

量189千トンを差し引いた残りの720千トンが相

対取引数量となった。

相対取引数量の提示を受けた実需者は、これ

の対応に苦慮している模様である。かって経験

したことのない内外麦価格の大幅な逆転現象の

中で、22年4月の輸入麦の政府売渡価格は、現

時点での国の買入価格や小麦の国際相場の現状

から見れば値下げ必至で、更に価格差が拡大す

るのではないかとみられている。21年産小麦の

減収によって引取数量が減少したとはいえ、実

需者は21年産国内産小麦の消化の見通しがつけ

られていない。まして、22年産の使用見込数量

の算定のしようもないようである。

7．終わりに

以上、22年産の取引について振り返ってみた

が、現時点ではまだ全ての産地銘柄について取

引契約は終了していないと聞いている。国内産

小麦は、これから21年産、22年産の内外麦価格

逆転の中で、22年の外国産小麦の作柄にもよる

が、製粉・二次加工も含めた製粉関連業界にあ

っては、試練の時期が2年以上にわたって続く

ことになる。

昨年暮れの12月22日に民間流通の作業チーム

が開催された。課題となっている民間流通の仕

組みの見直しのための検討の場を作業行チーム

の下に設置し検討することについて合意された

ところである。円滑な国内産小麦の流通・消費

を確保するため、播種前契約のあり方について

速やかに見直しを行い、今年こそ成案が得られ

るよう国のご指導もいただきながら生産者のご

理解を得たいものである。

（製粉協会　常務理事）
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1．HACCP手法について（資料1参照）

HACCP（ハサップ Hazard Analysis and

Critical Control Point：危害分析重要管理点）

手法は、NASA（米国航空宇宙局）において宇宙

食の衛生管理の方式として考案された効果的に

食品の安全性と品質を確保するための手段であ

り、1990年代から欧米諸国を始めとして導入が

進められています。また、コーデックス委員会

は優れた食品の衛生管理手法として各国に採用

を推奨しています。

HACCP手法とは、

①原料受入から最終製品までの各工程ごと

に、微生物による汚染、金属の混入などの

危害を予測（危害分析：Hazard Analysis）

した上で、

②危害の防止につながる特に重要な工程（重

要管理点：Critical Control Point、例えば

加熱・殺菌、金属探知機による異物の検出

などの工程）を常時監視・記録する

工程管理の手法であり、これまでの品質管理

の手法である最終製品の抜取検査に比べて、よ

り効果的に、安全性に問題のある製品の出荷を

HACCP手法の
導入促進の取組について

長　澤　　隆

（資料1）
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防止できるとされ、我が国においてもできるだ

け多くの食品事業者が導入することが望まれま

す。

2 HACCP手法の導入状況（資料2参照）

食品業界のHACCP手法導入状況は、農林水

産省の平成18年度の調査によりますと年間食品

販売金額50億円以上の大規模層では7割程度で

ある一方、50億円未満の中小規模層では低位

（16％）にとどまっており、1億円未満の零細規

模層では5％未満となっています。

同調査では、HACCP手法の導入を検討して

いる企業の導入上の問題点として、①設備整備

に一定のコストがかかること、②食品製造の現

場でHACCP手法を導入し、実践することがで

きる社内の人材及び導入を指導できる人材の不

足が挙げられています。

3 HACCP手法の導入拡大に向けた取組

（1）HACCP手法認定制度

厚生労働省では、以下の6品目（注）について、

HACCP手法を導入して製造することを、食品

衛生法に基づいて厚生労働大臣が製造施設ごと

に個別に承認する「総合衛生管理製造過程」を平

成8年度に創設しました。

（注）総合衛生管理製造過程の承認対象品目

「乳」、「乳製品」、「食肉製品」、「容器包装

詰加圧加熱殺菌食品（いわゆる缶・びん詰食

品、レトルト食品）」、「魚肉練り製品」、「清

涼飲料水」の6品目。

（2）HACCP手法導入時の資金面での支援（資

料3参照）

農林水産省では、平成8年に発生した腸管出

欠性大腸菌O・157による食中毒の大量発生と

消費者意識の高まりを背景とした食品の安全性

の向上と品質管理の徹底に対する社会的要請を

踏まえ、「総合衛生管理製造過程」の承認対象品

目以外の食品も含めてHACCP手法の導入促進

を図るため、厚生労働省との共管で、食品事業

者が行うHACCP手法導入に必要な施設整備に

対して長期低利融資等を措置する「食品の製造

過程の管理の高度化に関する臨時措置法」（平成

10年法律第59号。以下「HACCP法」という）を

平成10年に制定しました。

（融資条件：中小食品製造事業者を対象とし

融資期間は10年超、15年以内。償還期間15年の

場合、2.7億円までの衛生管理設備等の利率は

1.35％、2.7億円超の衛生管理設備等及び衛生管

理設備等と一体的に導入する生産施設の利率は

1.50％。（平成21年10月末））

また、HACCP法は、その適用期限を限った

臨時措置法として制定されましたが、平成15年

6月に5年間延長する改正法が公布されました。

その後、平成18年度におけるノロウイルスによ

る食中毒患者数の大幅な増加等、平成19年度に

は食品に関する様々な事件や自主回収事案が相

次いで発生したことから、食品についての信頼

性の回復・向上に向けた対策を的確に実施して

いくことが急務となっていた状況を背景とし

て、平成20年6月に5年間延長する改正法が公布

されました。

（3）HACCP法の成果

HACCP法施行後、22の食品の種類ごとに指

定認定機関が指定されており、それぞれの高度

化基準に基づいて、食品製造事業者の高度化計

画が300件認定されています（平成21年12月現

（資料2）
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在）。高度化計画の認定を受けた事業者に

ついては、長期低利融資が118件（件数は

貸付先数、融資額は約447億円（平成20年

度末現在）表を参照）講じられております。

4 HACCP手法の導入目標とその取組に

ついて

（1）導入目標（資料4参照）

平成20年度のHACCP法延長についての

国会審議においては、我が国の食品産業、

特に中小規模層に対していかにして

HACCP手法の導入を進めていくかとの視

点から様々な議論がなされました。この

中で、食品製造業におけるHACCP手法の

導入目標を設けるべきとの議論があり、

これについては、年間食品販売金額1億円から

50億円未満の規模層ではHACCP手法導入を検

討している事業者が34％あり、今後、こうした

導入意向のある事業者が導入を実現することに

より、導入率50％の達成（現状16％）を5年後（平

成24年）の目標に掲げております。

（2）導入促進の取組（その1：告示の改正等）

HACCP法の支援を受けるための具体的な施

設及び運用体制の整備の基準等を規定している

「食品の製造過程の管理の高度化に関する基本

方針」（平成10年7月1日厚生省・農林水産省告示

第1号）（以下、「基本方針」という。）において、

施設整備の基準については製造工程における二

次汚染を防止するとの観点から、「清浄度別の

区画があり、清浄区域とその他の区域が隔壁に

よって仕切られていること。」との基準がありま

した。

しかし、隔壁によらない仕切り等、低コスト

で導入できる手法が構築された場合にも、

HACCP法の支援が受けられることが望ましい

ことから、二次汚染が防止されることを前提に、

これによらない施設整備も可能とする基本方針

の改正を行いました。

また、運用体制の整備基準については、

HACCP手法の具体的な実施手順（7原則12手順）

を規定していましたが、これに加えて、

HACCP手法を導入・定着する上で必要と考え

られる、①HACCP手法について専門的な知識

を有する人材の育成又は確保の取組が定められ

ていること、②従業員の教育のための取組が定

められていること及び③検証体制の構築及び継

続的な検証の実施に関する経営者の関与が明確

にされていること、を基準に追加しました。

さらに、この見直しの趣旨を徹底するために、

運用通知（「食品の製造過程の管理の高度化に関

する基本方針の変更について」（平成21年10月5

日食安発1005第1号・21総合第1167号）を策定し

ました。

この運用通知において、施設整備の基準の変

更については、「二次汚染が防止されることを

前提に、隔壁以外の方法による仕切り、空気の

流れの制御、封鎖系の導入その他の適切な方法

（資料3）
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による効果的な区画を行う

か、又は食品ごとの取扱いに

時間差を設け、衛生的に取り

扱うことなど、HACCP手法

を導入しようとする事業者の

取り扱う食品の種類や施設の

現状に応じた施設整備を可能

とし、事業者に対する過度な

費用負担を回避することで、

HACCP手法導入の一層の促

進を図ることを目的としたも

のである。」と規定し改正の趣

旨を明確にしました。

（3）導入促進の取組（その

2：予算事業）

HACCP手法の導入促進を

図るため、HACCP手法導入

上の資金面での問題点についてはHACCP法に

よる長期低利融資等で対応するとともに、人材

面での問題点については、平成15年度から、予

算事業により人材育成のための研修を支援して

おります。平成18年度からは、予算事業「食品

産業HACCP等普及促進事業」を実施しており、

平成21年度においては、

①HACCP手法の導入に必要な人材を育成する

ための研修、HACCP手法と社内管理体制を

一体的に確保する食品の全社的な品質管理体

制づくりを推進するための研修等の開催

②HACCP手法認知度向上のための消費者団体

と連携した普及啓発

等を支援しています。

更に今後は、

①中小規模層の食品製造事業者における

HACCP手法の導入を加速化するため、低コ

スト導入手法の構築・普及を行うとともに、

専門家からの助言・指導が受けられる体制を

整備します。また、現場責任者・指導者養成

のための実践的な研修の取組の支援を強化し

ます。

②HACCP手法の導入が困難な零細規模層の食

品製造事業者に対しては、HACCP手法の前

提となる施設・設備、従事者の衛生管理など、

清潔で衛生的な作業環境を確保するための一

般的衛生管理を徹底させるため、基礎的な研

修や専門家からの助言・指導等の取組を支援

します。

（4）さいごに

今後、予算事業の成果が浸透することや基本

方針の見直しが各指定認定機関の御協力を得て

HACCP法の適用に際して反映されることによ

り、HACCP手法導入の一層の促進・定着が図

られることが期待されます。

）（農林水産省総合食料局　食品産業企画課食品技術班　技術指導官

（資料4）
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★国内産小麦の不足分を輸入

国内で生産される小麦の量は、旱魃の程度、

経済状況、及びカノーラ、ヒマワリ、ルーピン

などの収益性が高い作物との競合などによっ

て、変動する。2001年には249万トン生産した

が、2003年には154万トンに低下し、2006年～

2009年は200万トン程度で推移している。

冬季の降雨で小麦を生産する南部の西ケー

プ、北ケープ、及び東ケープ州や、灌漑を行っ

ている地域はあまり問題がないが、北部のハウ

テン州全域、北西州、ムプマランガ州、及びリ

ンポポ州の一部では夏の降雨で小麦を生産する

ので、降雨量が不十分だと旱魃になりやすい。

国内産小麦での不足分を輸入するので、輸入

量は年によって変動する。最近は90～150万ト

ンで、2009/10年度は140万トンを輸入する。

1997年末に政府の小麦局が廃止され、1998年か

ら小麦の輸入は自由化された。同時に、輸入関

税が導入されたが、それも2009年1月に撤廃さ

れた。ただし、国内の小麦が基準価格（現行、

157米ドル／トン）を下回った場合には、変動

関税を復活するという。小麦の輸入先は、アル

ゼンチン、EU、アメリカ、オーストラリア、

カナダ、ウクライナなど多岐にわたっている。

国内産、輸入を合わせて、小麦はほとんどが

食用である。

★小麦粉の消費は増加傾向

国内産白トウモロコシのコーンミールが主食

だったが、アパルトヘイト終了後、都市部を中

心に小麦パンも重要な食べ物になった。まだ、

トウモロコシの消費量が小麦のそれを上回って

いるが、その差は縮まる傾向にある。

小麦の挽砕量は増加傾向で、1998/99年度は

226万トンだったが、10年後の2008/09年度には

261万トンに増加した。小麦粉の販売量も増加

しており、2007/08年度には206万トン販売した。

小麦粉の輸出は少なく、2007/08年度には4200

トンを近隣諸国に輸出した。

2007/08年度の小麦粉種類別販売比率は、白

パン用粉が40.1％、ケーキ用粉が30.4％、褐色

パン用粉が26.0％、セルフライジング粉が1.3％、

工業用粉が1.3％、全粒粉が0.9％である。販売

先は、工場を持つベーカリー向けが42.4％、小

売り向けが18.7％、卸売り向けが14.0％、その

他のベーカリー向けが13.5％、工業規模実需向

けが10.3％などである。

法律で3種類の小麦粉が定められている。白

小麦粉（採取率77％）、褐色小麦粉（推定採取

率87％）、及び小麦全粒粉（採取率100％）であ

る。小麦粉規格によると、褐色小麦粉は白小麦

粉に小ぶすまを14％混ぜて作ることになってい

るが、採取率が本当に87％くらいなのかどうか

はわからない。ケーキ用粉（灰分が0.55％以下）

と多目的粉もあり、パン用の白小麦粉に比べて

灰分が少なく、色が白い。少量だが、ハイレシ

オケーキ用粉やセルフライジング粉も作られて

いる。

製粉と小麦粉のお国ぶり�

―その9―

南アフリカ
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規格設定時には、褐色小麦粉は栄養価が高く

て安いので、貧困層の栄養改善に役立ち、価格

が高い白小麦粉は富裕層向けと考えられた。小

麦全粒粉の消費量は少なく、褐色小麦粉のシェ

アも伸びていない。政府は白小麦粉に14％の付

加価値税を課して、無税の褐色小麦粉との価格

差を保とうとしている。

バラ出荷が年々増えており、2007/08年度に

は全体の44.5％になった。袋詰めにはいろいろ

な大きさのものがある。12.5キログラムが最も

多くて20.9％、50キログラムが10.5％、10キロ

グラムが9.2％、25キログラムが5.3％、65キロ

グラムが2.4％である。小袋も大きさが多岐に

わたっており、2.5キログラムが3.0％、5キログ

ラムが2.3％、1キログラムが1.5％、500グラム

が0.3％である。

★4大製粉が中心

現在、65の小麦製粉工場と245のトウモロコ

シ製粉工場が登録されている。製粉会議所

（National Chamber of Milling）は、小麦製粉

13社とトウモロコシ製粉22社で構成されてお

り、小麦粉の97％、トウモロコシ粉の85％を製

造している。Premier Foods、Tiger Brands、

Sasko、及びRuto Millsの4社が大手である。

1991年に一部自由化、1997年に完全自由化がさ

れ、当初は小麦製粉工場が増えたが、新規参入

組は市場の要求に対応できず、数が減少した。

トウモロコシ製粉工場は、今も増加している。

推定の年間小麦製粉能力は330万トン、トウモ

ロコシ製粉能力は470万トンである。平均稼働

率は85％と推定され、1997年の自由化以降、低

下した。

製粉業界の最大の課題は、鉄道、道路、港な

どのインフラの維持と投資である。気候変動に

よる原料価格の変動や民主化への移行に伴う熟

練労働者の不足も対応を迫られる問題である。

★褐色パンの比率が高い

自由化でパン工場の合併が進み、1994年には

250もあったが、2001年になると70になった。

現在でも合併が進んでいるが、スーパーマーケ

ットや新規の製パン業者の市場参入もあり、工

場数の大きな変化は止まっている。小麦粉使用

量でみた工場を持つ製パン会社のシェアは

2007/08年度に42.4％に上昇した。事業拡大で

生き延びるしかないが、利益率が低いので、投

資に必要な資金を確保できない状況にある。

1日に700万個以上のパンが製造されており、

その30～35％は個人経営のベーカリーの製品で

ある。そのシェアは拡大の方向で、都市部の一

部では50％近くになっている。

型焼きパンが最も多く、それの典型的な配合

は、小麦粉100、圧搾イースト1.8、塩2.0、砂糖

0.5、油脂0.4、水60で、少量の乳化剤、大豆粉、

保存料、アスコルビン酸、臭素酸カリウム、か

びのα‐アミラーゼなどを添加する。

製パンには、イギリスの影響で、チョリーウ

ッド法かノータイム法が用いられている。他の

国に比べて褐色パンの比率が高い。

その他のパンとして、ソフトでクリスピーな

ロールパン、バゲット、ピタパン、ピザなどが

ある。kitke、coburg、bloomer、ソーダパン、

ライ麦パンもある。

（財団法人製粉振興会参与、農学博士 長尾精一）
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そば屋で「種物」というと、そば、うどん

の上にとりどりの具材をあしらったもので

す。

江戸の頃からそば屋の「お品書き」にのぼ

っているものは「あんかけ」「しっぽく」「霰

（あられ）」「天ぷら」「花巻き」「玉子とじ」「鴨

南蛮」「おかめ」などがあります。

「南蛮」というと、ポルトガルなど南欧諸

国経由で渡来した食材「ねぎ」や「唐辛子」な

どを指しますが、そば屋で「南蛮」とは、ね

ぎを使った種物をいいます。一説には、渡

来した人びとがねぎをよく食べたところか

ら、南蛮人が好む食材ねぎを「南蛮」と呼ぶ

ようになったとか。

また、江戸時代に現在の大阪難波が「ね

ぎ」の一大生産地だったため、今でも関西

方面のそば屋、うどん屋のお品書きには

「なんば」と呼ばれるねぎを使った種物が存

在します。

さて本題の「カレー南蛮」は明治40年代、

東京のそば屋主人の角田酉之助さんが、関

西で「江戸前のそば」つくりたいと大阪に移

り住み、大阪谷町で「東京そば」という名の

店を開店。しかし、関西では東京風のそば

はなかなか受け入れられず営業不振が続い

郷愁の「カレー南蛮」

「種物」とは ていたという。そんな時に発案したのが、

その頃盛んになりつつあった洋食の味と、

そばをかけ合わせた「カレー南蛮」でした。

これが浪花っ子の評判を呼び、この成果を

東京へ持って帰り、関東でも「カレー南蛮」

を売り出しましたが、意外に保守的な東京

では苦戦を強いられ、大正3～4年頃にやっ

と認知されるようになり、そば屋のお品書

きに「カレー南蛮」の文字が現れる。

現在は、通常「カレー南蛮（そば）」は長ね

ぎを用い、「カレーうどん」は玉ねぎが使わ

れることが多いようですが、お店によって

若干考え方が異なるようです。

関東でも味わえる「にしんそば」は、明治

15年（1882）、京都のそば屋「松葉」の二代目

が発案したといわれています。

材料に使われる「身欠きにしん」は、保存

食で、もともとは北前船で京都へ運ばれた

もので、鮮魚が手に入らなかった時代に

「棒だら」とならんで「身欠きにしん」は貴重

なたんぱく源として好まれたようです。

調理にたいへん手間がかかる食材にもか

かわらず、京都の人びとは乾燥した「身欠

きにしん」を米のとぎ汁でもどし、ていね

いにやわらかくなるまで甘辛く煮て食べま

した。そんな京都の日常のおかずをヒント

元祖は京都「にしんそば」

温かい「種物」東西

ひらの　あさか

小麦粉のある風景
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につくられたのが、「にしんそば」です。煮

上がったにしんを丼の底に入れ、その上に

そばを加えて汁を張る。こうすることで、

にしんからしみ出る味とつゆが相まって、

絶妙のバランスとなるのです。

京都の暮、年越しそばに欠かせないのが

「にしんそば」。その昔、小雪舞い散る大晦

日、凍てつく四条通りを歩いた時にいただ

いた「にしんそば」の味は忘れられません。

「カレー南蛮」以上に洋食と純和風のそば

との融合なのが「コロッケそば」です。

明治31年（1898）、斉藤緑雨の随筆「ひか

え帳」に「コロケット蕎麦といへるを、花屋

敷吉田にて出したり」とコロッケそばを紹

介しています。花屋敷とは、現在の東京日

本橋浜町あたりにあった吉田というそば屋

のことで、残念ながらこの店は、第二次大

戦中疎開したまま廃業となりましたが、銀

座のそば屋「よし田」がこの流れをついで現

在も「コロッケそば」をいただくことができ

ます。コロッケといっても、よし田の「コ

ロッケそば」のコロッケは、ベースは鶏ひ

き肉と卵、山芋を合わせて練り込み、低温

の油で揚げたもので、温かいそばの上に揚

げたコロッケ、たっぷりの長ねぎをのせた

もので、御酒のアテにもぴったりな、呑み

助にもうれしいそばなのです。

「玉子とじ」は江戸の末期にはあったお品

書きです。その頃の文献には、二八そばが

一六文に対して「玉子とじ」は何と三二文で、

東の「玉子とじ」西の「けいらん」

不思議な「コロッケそば」

「天ぷらそば」と同じ値段だったようです。

いかにこの時代に卵が貴重品だったかをあ

らわしています。

基本的なつくり方は、かけそばのつゆは

温めて、卵を片口に割り入れて溶く、この

時あまりむやみに混ぜ合わせることのない

ようにする。つゆが沸騰してきたら、なべ

を揺らしながら片口の溶き卵を糸のように

注ぎ入れ、半熟のまま火からおろす。ゆで

あげたそばを丼に移し、さっとなべのつゆ

と卵を形を崩さないようにふわりと丼に注

いで焼きのりを添える。そばの上に焼きの

りを敷くこともあるようです。

いっぽう「けいらん」は、関西の味です。

こちらは主にうどんを用いる。つゆを煮

立て、水で溶いた葛粉を加えてとろみをつ

ける。ゆであげたうどんは温めた丼によそ

う。とろみのついたつゆに溶いた卵2個あ

まりを加えてふんわり半熟のまま火からお

ろして、うどんにかけ、すりおろしたしょ

うがを上にのせる。一面を黄身色におおわ

れたうどんをやけどをしないよう、かとい

って冷めるまで待たずに熱いうちにいただ

く。このタイプの「あんかけ」は具材の持ち

味をのがしません。また、不思議としょう

がとの相性がよく、寒い冬には体の芯から

温まり、風邪の時にもおすすめです。

（食文家）
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業務日誌�

構造改善事業等助成実施状況調（44事業年度）（平成21年11月現在）

調査広報
★平成22年1月21日 ＝「製粉振興」1月号の編集委員会を開催した。

平成21年11月の構造改善事業審査結果

前回から11月までに事業を完了したもの、およびこの間に提出

された事業計画の審査を完了したものは次のとおりである。

①　完了報告関係（助成金交付額決定）

安全・品質管理施設に対する助成 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1件

②　計画書関係（助成対象とする内示）

0件

業務

区　分
項　目

構造改善事業
転 廃 業 助 成
製品の物流合理化施設助成
環 境 保 全 施 設 助 成
省エネルギー施設助成
安全・品質管理施設助成
安全・品質管理の認証取得等助成

計

麦引取円滑化対策事業
遠 距 離 運 賃 助 成

計
合　　　計

助 成 金 交 付 額
件　数

1
－
1
4
15
1
22

トン
185,521

千円
582,396

716,387

千円
127,683

－
345
1,160
4,303
500

133,991

金　額
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業界ニュース

お 知 ら せ

★製粉講習会の開催について

（財）製粉振興会主催の製粉講習会を、下記により開催することとしたので各製粉企業（工場）及び

関係先に通知しました。

1．開催地及び日程

2．受講対象者

製粉企業及び製粉団体等の役職員
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世界　 （1）2009/10年度の小麦

生産量は6億6,830万トン。在庫

が増加。

国際穀物理事会（IGC）による2009/10年度の

世界と主要輸出国の小麦需給予測を［表1］に示

した。生産量は前年度比1,850万トン減の6億

6,830万トン、食用消費量は580万トン増の4億

5,240万トン、飼料用消費量は260万トン減の1

億310万トンで、工業用消費量は14 .5％増の

1,820万トンである。総消費量は320万トン増の

6億4,260万トンで、2年連続で生産量を下回る。

期末在庫量は1億9,060万トンに増え、貿易量は

1,800万トン減の1億1,770万トンである。オース

トラリアとアメリカの在庫は少し増えるが、カ

ナダとEUでは少し減り、アルゼンチンは在庫

が少ない。5大輸出国の合計期末在庫量は590万

トン増えて5,110万トンになる。ロシアは生産

が減るが、輸出が増える。ウクライナは生産、

輸出共に前年度より減り、在庫も少ない。

（IGC-GMR・395／09）

（2）2009 /10年度の小麦貿易量は前年度比

1,800万トン減の1億1,770万トン。

IGCが予測した国別小麦貿易量を［表2］に示

した。2009/10年度の総貿易量は1億1,770万ト

ンで、前年度より1,800万トン少ない。近東ア

ジアは生産が回復し、輸入は29％減の1,950万

トンである。イランは前年度の半分以下の350

万トンで、トルコも360万トンから200万トンに

減る。イラクは390万トン、シリアは150万トン

で、共に前年度と同量である。サウジアラビア

は国内生産への依存度を低下中で、30万トン増

の160万トンを輸入する。パキスタンは豊作が

予想されるが、100万トン（前年度は300万トン）

輸入する。インドはほとんど輸入しない。北ア

フリカは豊作が予想されるので、アルジェリア

の輸入は630万トンから520万トンに、モロッコ

は370万トンから170万トンに減る。エジプトは

在庫があるので、170万トン減の820万トンを輸

入する。EUの輸入は790万トンから700万トン

に減る。5大輸出国の輸出量は1,530万トン減の

7,660万トンである。EUは670万トン減の1,800

万トン、アルゼンチンは輸出余力がないため

610万トン減の240万トンで、1970年代半ば以降

の最低である。ロシアは生産が減るが、在庫が

あるので1,900万トン輸出する。ウクライナの

輸出は470万トン減の820万トンである。

（IGC-GMR・395／09）

（3）デュラム小麦の2009年の生産量は前年比

160万トン増の4,000万トン、2009/10年度の貿

易量は70万トン減の650万トン。

IGCが予測したデュラム小麦の生産量、貿易

量、及び主要輸出国の需給を［表3］、［表4］、

及び［表5］に示した。2009年の生産量は多かっ

た前年よりさらに160万トン増えて4,000万トン

と予測した。EUとカナダで少し減る。2009/10

年度の貿易量は前年度比70万トン減の650万ト

ンで、過去4年間の最低である。アルジェリア

は前年度より60万トン減の150万トンを輸入す

る。EUは70万トン増の200万トンを輸入し、輸

出は大幅減の40万トンにとどまる。アメリカも

100万トン輸出して、60万トン輸入する。モロ

ッコの輸入は前年度より少ない35万トンであ
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る。EUの食用消費量は640万トンで変化がない。

2009/10年度の3大輸出国合計は、生産量が減り、

消費量が増えるが、輸出が減るので、期末在庫

は130万トン増の490万トンになる。

（IGC-GMR・395／09）

（4）国によって小麦粉生産動向はまちまち。

IGCが調査した2007年の国別小麦粉生産量を

［表6］に示した。200万トン以上生産したのは

20か国で、前年と同数である。中国、パキスタ

ン、トルコ、ロシア、イランなどの主要生産国

のデータがない。中国の2007-08年度の食用小

麦消費量は9,050万トンで、前年度の8,980万ト

ンより多い。インドは工業規模製粉工場だけの

統計で、小型の製粉所や家庭での挽砕分が含ま

れないが、2007 -08年度の食用小麦消費量は

6,800万トン（前年度は6,710万トン）である。ロ

シアの2007-08年度の食用小麦消費量は前年度

と同じ1,660万トンである。アメリカの小麦粉

生産量は1,830万トン、メキシコは269万トン、

カナダは242万トン、ブラジルは738万トン、ア

ルゼンチンは379万トンで、いずれも前年と同

量である。ドイツは530万トンで前年比1.4％減、

フランスは451万トンで2.3％増、イギリスは

451万トンで1.7％増、スペインは3.6％増の314

万トンである。イタリアは7.5％減の393万トン

で、減少が続き、オランダも6.7％減の140万ト

ンで減少傾向にある。ポーランドは前年と同じ

300万トンだが、10年前の43％増である。ウク

ライナは前年と同じ228万トンだが、10年前よ

り43％少ない。しかし、統計対象外の小型製粉

所を含めた2007-08年度の食用小麦消費量は690

万トンである。ルーマニアは前年と同じ162万

トンで、10年前に比べ1/3減少した。近隣諸国

に輸出しているカザフスタンは前年と同じ285

万トンで、10年前に比べ87％増加した。小麦粉

輸出国になったエジプトは前年と同じ678万ト

ンで、10年前に比べ43％増えた。南アフリカは

前年と同じ222万トンで、10年前に比べ13.7％

多い。オーストラリアは前年と同じ202万トン

だが、10年前に比べ5.4％多い。

（IGC World Grain Statistics 2009）

（5）「単純さ」と「持続可能性」が2010年の消

費者関心事のトップか。

オランダの調査会社Innova Market Insights社

によると、2009年（10月まで）の食品の新製品数

は、経済状況の悪化にもかかわらず前年同期よ

り多い。2010年の市場に影響を与える10の傾向

を影響度が高い順からまとめた。（1）単純さ（基

本への回帰、即ち、自然で、表示にいろいろ書

く必要がない製品）、（2）持続可能性（国内や公正

貿易による安定供給）、（3）健康（自然原材料によ

る）、（4）機能性食品（表示の法規制が厳しくなり、

曖昧な原材料は表示をしにくくなる）、（5）免疫

（プロバイオティクスや抗酸化剤が免疫市場で売

られるが、過剰表示にならないように）、（6）エ

ネルギー（エネルギー弾薬のような食品が伸びる。

菓子での取り組みが始まる）、（7）望まない成分

を含まない（グルテンやある種の成分を含まない

製品の需要増。「消化しやすい」、「胃にやさしい」

製品も）、（8）家庭での調理（家庭で夕食を摂る傾

向は継続）、（9）強いフレーバー（辛い香辛料がき

いた製品が増加）、（10）信頼性（原材料の産地と

製造場所を特定できる）。

（FBN・November 24／09）

アメリカ　　（1）11月の小麦生

産者手取り価格は前月に続いてさ

らに32セント上昇。

［表7］は合衆国農務省発表の小麦生産者手取

り価格である。11月の全小麦平均は4.79ドル／

26-39_世界の粉界展望-三校  10.1.22 5:34 PM  ページ 27



28製粉振興 2010.  1

ブッシェルで、前月比32セント高だが、前年同

月比は1.50ドル安である。冬小麦は4.50ドル（前

月比24ドル高）、デュラム小麦は4.47ドル（前月

比50セント安）、デュラム小麦を除く春小麦は

5.22ドル（前月比23セント高）である。

（World-Grain.com・December 2／09）

（2）サラリー社が健康志向パンを発売。

Sara Lee社はDHAオメガ3脂肪酸を添加した

パンと、全粒粉のEarthGrains 100% natural

thin bunsを発売した。消費者の健康志向への

対応だという。

（MBN・88-15／09）

（3）アメリカン・イタリアン・パスタ社の

2009年度は大幅な増収増益。

パスタ最大手、American Italian Pasta社の

2009年度（10月2日締め）の純利益は前年度比

365％増の88,288,000ドルで、純売上高も10％増

の628,162,000ドルだった。大幅な利益増は、強

いブランドに基づく長期利益追求成長戦略によ

るものだという。売上高増には小売り売上高の

17％増が寄与し、施設への売上高の8％減を補

った。全体の販売量は6％増加した。粗利益率

は2008年の21.5％から28.1％に上昇した。

（WG・88-20／09）

（4）10月の型焼き白パン、小麦全粒粉パン、及

びパスタの価格は上昇し、家庭用小麦粉は下落。

合衆国労働省によると、型焼き白パンの平均

小売価格は2か月連続で下落していたが、10月

は1ポンド（約454グラム）当たり139.2セントで、

前月比5.2セント上がった。前年同期比は0.1セ

ントの下落である。小麦全粒粉パンは189.3セ

ントで、前月比2.7セント高だが、前年同月比

は11セント安である。家庭用小麦粉は1ポンド

当たり50セントで、前月比1セント安、前年同

月比も2.1セント安である。パスタは116.8セン

トで、前月比2.7セント高だが、前年同月比2.1

セント安である。

（MBN・88-20／09）

インドネシア　　オーストラリア

から流入する安い小麦粉が問題

化。

製粉業界は、オーストラリアから安い価格で

小麦粉が流入しているとして、オーストラリア

産小麦粉に30％の輸入関税を課すよう申し立て

ている。政府が実情を調査中だが、オーストラ

リア政府は調査が正確に行われるかどうかに注

目している。

（World-Grain.com・December 1／09）

インド　　小麦の支持価格を増額

し、増産を奨励。

政府は、2010年4月から、小麦

の最低支持価格を200ルピー／トン引き上げて、

11,000ルピー（235米ドル）にする。モンスーン

による雨が遅くて、不規則だったために、米の

作付けが少なかったので、小麦の播種を奨励す

る狙いがある。

（IGC-GMR・395／09）

エジプト　　小麦需要量の半分を

輸入しており、製粉産業への政府

の影響力が大きい。

政府が製粉産業の大部分を管理しており、年

間挽砕量700万トンの126工場が支配下にある。

これらの製粉工場は食品産業持ち株会社に所属

する7つの民間会社が運営しており、株式はこ

れらの会社に売られたが、今でも政府の管理が

続いている。純粋の民間会社も増えつつあり、
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36工場で、年間の挽砕能力は280万トンである。

旧国営の工場は補助金付きのバラディパン用の

82％歩留り粉を製造し、民間会社は高品質平焼

きパンとヨーロッパタイプのパン、ペストリー

及びパスタ用の72％歩留り粉を製造する。72％

歩留り粉の総消費量は180万トンだが、その粉

の製造能力は270万トンと推定され、余力があ

る。2009年の小麦生産量は820万トン、2009/10

年度の輸入量も820万トンと推定される。

（WG・27-9／09）

オーストリア　　2009年産小麦

は雨量不足で収量が低かったが、

品質はまずまずである。

2009年産小麦は作付面積が前年比4.7％増の

29.18万ヘクタールだが、収量が15.5％減の4.90

トン／ヘクタールなので、生産量は11.6％減の

143.1万トンである。品質を［表8］に示した。乾

物量ベース蛋白量は14.3％（水分13.5％ベースで

は12.4％）で、前年の14.0％より高い。パン体積

もやや大きい。平均フォーリングナンバーは

315秒に回復したが、低いものがある。デュラ

ム小麦生産量は前年比23％減の7.1万トンであ

る。旱魃で作付面積が6％減った上に、単収が

18％低下したことによる。

（MM・146-19／09）

カナダ　　（1）EUのデュラム小

麦輸入関税撤廃は歓迎だが、生産

者に厳しい状況が続く。

ヨーロッパ連合は2009年10月30日にデュラム

小麦輸入関税を撤廃した。イタリアはカナダ産

デュラム小麦の市場として重要なので、カナダ

小麦局はこの措置を歓迎した。2009年に520万

トンのデュラム小麦を生産し、年平均で350万

トンを輸出しているので、市場動向は重要であ

る。しかし、2009年はアメリカでも生産量が前

年比で30％増加した。カナダ産デュラム小麦の

最大の輸入先の北アフリカも70％増の580万ト

ンを生産したので、輸入を減らすと見られ、世

界貿易量は6％減の690万トンと予測される。価

格も弱含みであり、2009-10年度産高品質デュ

ラム小麦のプール返還金は前年度産推定値の

41％に相当するトン当たり216カナダドルの見

込みである。

（World-Grain.com・November 6／09）

（2）小麦品種識別技術の実用化を促進。

カナダ政府とサスカチュワン州政府はサスカ

チュワン研究協議会に900万カナダドルを拠出

し、DNAによる小麦品種識別法の実用化を促

進する。開発された技術は比較的安価で、信頼

性が高く、24時間以内に小麦の品種を同定でき

る。関係者は2009年から廃止された小麦粒の目

視検査の代わりに、必要な時に使えることを期

待している。

（World-Grain.com・November 25／09）

韓国　　Donga SF製粉が社名を

変更し、20 1 5年までに売上高

25％増を目指す。

製粉大手のDonga SF社は社名をDongaone社

に変更した。同社は製粉と配合飼料を製造販売

しており、2009年の売上高は4,000億ウォンの

見込みだが、2015年までに25％増やして、5,000

億ウォン（4.33億米ドル）にすると発表した。こ

のため、海外での配合飼料ビジネスを拡大する。

（World-Grain.com・November 11／09）

サウジアラビア　　製粉工場の新

設、能力拡張が盛ん。

イタリアのOcrim社と政府は、
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CremonaにあるDamman製粉会社の工場の能

力を24時間当たり900トンに拡張する契約を結

んだ。2ライン設置され、最新鋭の設備になる

予定。Ocrim社は1975年以来、同国での製粉工

場の建設に携わっており、最近、24時間当たり

600トンの工場2つの建設を委託されたばかりで

ある。8万トンの小麦サイロも建設中である。

（MBN・88-19／09）

中国　　（1）自給率95％へ向け

ての穀物増産計画。

開発・改革委員会は、自給率目

標95％の達成のため、2010年の穀物生産量を10％

増の5億トンにし、2015年に5億3,000万トン、2020年

に5億5,000万トンにする。このため、生産補助金

の増額、最低買上げ価格の引上げ、高収量遺伝

子組換え穀物開発のスピードアップを行う。

（IGC-GMR・395／09）

（2）モンサント社がバイオ技術研究センター

を北京に開設。

Monsanto社はアメリカ、ブラジル、インド

に次ぐ4番目の研究センターを北京に開設する。

初期段階のバイオ情報科学とゲノム学を担当

し、中国人科学者との共同研究の場を提供する

という。中国の研究機関との連携強化も視野に

入れており、2030年までに中国での主要穀物の

収量を2000年時点の倍にすることを目標に掲げ

ている。

（World-Grain.com・November 4／09）

ドイツ　　粉製品の消費量は安

定。パスタの輸入量が増えた。

2 0 0 8年6月30日時点の人口、

82,126,628人をベースにし、粉生産量、粉貿易

量、年初年末の粉在庫量、粉製品輸出量を計算

に入れた2008年の1人当たり粉製品消費量（デュ

ラム小麦製品を除く）は小麦粉が57.4キログラ

ム、ライ麦粉が9.0キログラムである。小麦粉

は前年と同じだが、減少傾向だったライ麦粉は

0.3キログラム増えた。人口は前年より135,065

人減少したので、挽砕量が10,500トン減少した。

普通小麦の粉の生産量は541.88万トン、ライ麦

粉生産量は80.11万トンである。デュラム小麦

製品の消費量は増えた。生産量が3 . 8％増の

42,0736万トン、正味輸入量が28,213万トン増え

て30.5036万トンになった。

（MM・146-18／09）

トルコ　　インドネシアへの小麦

粉輸出を中止か？

インドネシアはトルコからの小

麦粉はダンピングだと主張している。この主張

を続け、20～30％のダンピング防止輸入関税を

課すことになれば、トルコは輸出を中止すると

思われる。インドネシアダンピング防止委員会

が実情を調査中だが、少なくとも4社は輸出を

中止すると見られ、他社も同調しそうである。

他の輸出国からはダンピングという非難は受け

ておらず、WTOへの提訴も視野に入れている。

（World-Grain.com・November 3／09）

フランス　　小麦粉の1人当たり

食用消費量は減少気味。

小麦粉の食用消費量の推移を

［表9］に示した。総食用消費量は50年前から減

少を続けていたが、移民等による人口増によっ

て1970年代の終わりから増加に転じ、50年前と

同レベルに戻った。1人当たりの年間消費量は

1960年代に大幅に減少し、それ以降も微減傾向

が続いている。

（annuaire de la Meunerie Française 2009）
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41 製粉振興 2010.  1
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42製粉振興 2010.  1
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■資料 ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

48製粉振興 2010.  1

��������������������

������������������������������� �

������������������������������������� � �

������������������������������������� � �

�������������������������������������������������������� �

�������������������������������������������������������� � �

�������������������������������������������������������������� �

�����������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������� � �

������������������������������������������������������ �

������� �

��������������������������������������������������������� � �

����� � � �

������������������������������������������������������������ �

�������������������������������������������������������������� � � � �

� ������������

（参　考）

 （単位：トン、％）

20年度19年度18年度17年度年度別

種類別・銘柄別 ％数　量％数　量％数　量％数　量

92684,931171744,13491435,01879478,955W W

104693,87169669,226117970,17896830,884A S W

981,378,8021011,413,3601071,405,196891,309,839S 計

86747,349100869,305119872,20585730,136HRW（11.5%）

86747,349100869,305119872,20585730,136S H 計

93832,098102895,62996879,627105913,523C W

69104,14385151,474HRW（13%）

057151,994109266,215100243,704P H

1061,263,963941,196,8021081,273,5071161,180,905D N S

057152,232114226,033115233,817C a D u

872,096,061872,396,6021012,749,5251092,723,423H 計

904,222,211934,679,2621065,026,927984,763,403外 小 麦 合 計

外国産小麦の年度別・種類別・銘柄別買受実績（主食用）

48資料(買受実績)01月-三校  10.1.22 5:38 PM  ページ 48



■資料 ★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

49 製粉振興 2010.  1
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50製粉振興 2010.  1
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★
編
集
後
記

読者の皆様、当振興会の広報誌「製粉振興」の内容を、より親しみのもてるものにする

ために、次のような内容の投稿をお待ちしていますので、記事をお寄せ下さい。

また、この広報誌の内容の充実を図っていきた

いと考えていますので、ご意見等がございました

らお寄せ下さい。

・テーマは、小麦や小麦粉製品についての随想、

紹介等と考えていますが、小麦と関係のない趣

味などの話でも結構です

・投稿者名は実名でも筆名でも結構です

・長さは1,200字程度（1頁）とします

・掲載分には薄謝を進呈します

○新年おめでとうございます。
本年は、昨年方向付けが決定された麦制度が活動を始めます。
製粉企業にとって具体的な検討内容が結果オーライとなり、顔が綻ぶような
一年となることを心から願っています。
製粉団体にあっては昨年から製粉協会、協同組合全国製粉協議会が共同して
問題に取組むなど、従来に無い積極的な一枚岩の行動は頼もしさを感じており
ます。
○社会情勢、経済、流行は個人を変えるようですが、私はその影響を受け易い人
間のようで、食のパターンが数年毎に変化します。主食（米、麦）、酒（日本酒、
焼酎、ワイン、ウイスキー）、つまみ（刺身、肉、野菜、てんぷら、パン類）等
の選定に一貫性が無い。昨年からパン類に一手間かけたつまみに傾注していま
す。今年はパン類の個性を探求してみたい。
○ワイン＆パンと料理を載せたプレート食は、環境にやさしい食事では。
ヨーロッパ映画の田舎の食事風景でよく見かけますが、焼きたてのパンを一
個、カップにスープ、数種の料理を載せたプレートの食事は、最後は千切った
パンでスープカップの底や、プレートに付いたソースをきれいにして終わる。
鍋、フライパンの類は水洗いするが個々の器は大きな布ナプキンできれいに拭
いて収納する。残渣を出さず、料理を残さず最後の一滴まで口に入れる。パン
が一食品を超えた役割となり食を感謝する伝統の食文化として生きているよう
に思えます。
○関係団体の新年懇親会で、「他（米粉）の物を混ぜたりしない、純粋なパンで勝
負するのが本当」と企業の者が囁いているのを耳にした。
今年は製粉業界にとって、将来を決定する大切な一年になると考えています。

―「ソフト＆ハード」（読者の欄）への投稿のお願い―

「
コ
ナ
ち
ゃ
ん
」

（マスコットの小麦粉の精）
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